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1．はじめに 

 近年の地方銀行では本来の役割とされている中小企業への貸出に加え個人向けの貸出へ

と力を入れるように変化してきている。そのような状況下の中 2000 年に個人向けの貸出

を主な利益とするネット銀行が登場する。個人向け貸出の中で物価状況などにより住宅資

金の残高が増加傾向にある住宅ローンに重点を置く。今回は住宅ローンにおける両者の収

入源の対立による地方銀行の衰退化を解決すべく、地方銀行がどのような戦略をとってい

くべきなのかを考察。 

 

2．地方銀行について 

 地方銀行とは地域を営業基盤とする銀行のうち全国地方銀行協会に加盟する銀行である。

岐阜県内で言えば十六銀行、大垣共立銀行がこれに該当する。創設された目的として中小

企業の貸出があげられる。主に地元エリアを中心に展開し地元の人から集めた預金を地元

の企業への融資と回すので地域密着型と言われている。 

 地方銀行の成立背景には 1938 年に行われていた戦時統合により地方に散らばった小規

模の銀行が統合されできた銀行である。また戦時に使用される兵器を生産する工場へ融資

するには多額の資金が必要でありそのため一つの都道府県に対し一つの地方銀行と制限し

中小銀行を統一し一つにまとめるといった政策も実施された。 

 地方銀行の業務内容は基本的に預金業務、為替業務、貸付業務などほかの銀行と大差は

ない。また企業の生産性向上のため企業ごとの課題解決のフォローを実施している。そし

て地方銀行が元々力を入れていたのは企業への貸出であったが。近年では個人向けの貸出

に力を入れている。個人向けサービスの例として住宅ローンがある。地方銀行では地元の

不動産市場に合わせた住宅ローンを提供し、金利や返済期間返済方法などが選べるプラン

を用意している。 

 次に地方銀行の顧客層では、地域において少子高齢化問題から地域の利用世帯は減って

いるものの利用している高齢者世帯が現在も多い。一方若者の世帯では人手不足を背景に

共働きのような働き方の変化によって世帯の所得を上げている。地方銀行は将来性を考え

新居建設や資産形成の面から若者世帯の顧客増加を望んでいる。 

 地方銀行における経営面では以前は貸出金利から経費を引いてもそれなりの利益があっ

たが近年では貸出金利で得た利益をほとんど経費で使ってしまってる。そのため新規参入

したネット銀行では実店舗を持たない関係上系を削減でき利益を上げることが可能となっ

ている。 

  



3．ネット銀行について 

 ネット銀行とは簡単に言えば実店舗を持たない銀行であり 2000 年に初めて三井住友銀

行傘下であるジャパネット銀行が設立される（現在の paypay 銀行）。また振込口座管理

などが 24 時間いつでも可能であり口座開設ローンの申し込みなどがオンライン上で完結

するようになっている。そして手数料が安くほかの銀行に比べ預金した時の金利が高い傾

向にあり円以外の外貨を預け入れることが可能となっている。  

 ネット銀行の成立背景には金融の自由化が大きく関係している。かつての日本では護送

船団方式と呼ばれた行政が特定の業界を保護し競争を制限することにより安定して秩序を

保つ方法が取られていた。しかし 1990 年代先進国で金融の自由化やグローバル化が進む

中日本は護送船団方式により制限されていた。これを鑑みて日本は金融の自由化をし、市

場の判断によって金融商品を自由に提供することができ、また国際的な市場層へと参加で

きるようになった。金融の自由化の後、異種業からの普通銀行の新規設立の希望が表明さ

れたことから 2000 年 8 月に異種業による銀行業への参入に関するガイドラインが設立さ

れ最初のネット銀行であるジャパンネット銀行が設立された。  

 ネット銀行の業務内容として基本的に預金業務、貸付業務、為替業務などがあるがセブ

ン銀行を除くその他の銀行では貸出や有価証券による資金利益の割合が多いため、貸付業

務に力を入れていると汲み取ることができる。  

 ネット銀行の顧客層では My Voice のアンケート調査によると利用者数が多いのは会社

員などの中年男性層であり勤務時間終了後でもパソコンやスマホなどから利用ができる点

と、手数料が安いため利用率が高くなっているという結果であった。また利用したことが

ないと回答した割合が多かったのは女性の 10 代・20 代、70 代で 4 割という集計結果と

なった。 

 

４．両者を合わせた住宅ローンの比較 

 国内銀行の個人向け住宅資金の残高を見えると年々増加していることが分かる。その背

景として物件価格の上昇により一軒当たりの借入額が大口化していることがあげられる。

そのため大手を除く各金融機関は貸出金が多い住宅ローンでの利益を目指す傾向にある。 

 



  近年の金融機関における住宅ローンの割合では、地方銀行は横ばいなのに対しネット

銀行は年々割合を増加させてきている。ネット銀行が割合を増加させてきている背景とし

て大幅な金利優遇策を取っているということがあげられる。  

 例として十六銀行の住宅ローンの金利は「金利選択型・変動」の場合店舗表示金利は年

2.625％であり 12 月 2 日時点の WEB 契約金利は年 0.725%となっている。PeyPey 銀行の

場合基準金利は年 2.23%と大差はないが、12 月 2 日現在のキャンペーンで年 0.42%とな

っている。 

  

 十六銀行の住宅ローン関係サービスでは、変動金利をベースに借入期間中に変動金利と

固定金利を選択できる「金利選択型」と借入全期間固定金利の「長期固定金利型」を用意

している。また店舗契約以外に WEB 契約を可能としており WEB 契約をした場合店舗契約

と比べて金利が少し安いという特徴がある。そして変動金利型か固定金利型かド利他があ

っているか、将来のライフイベントに備えた相談などが行えるローンサービスセンターが

日曜日でも相談可能となっている。このことから地方銀行の強みは一人一人の顧客に寄り

添うことができることだと考察する。 

 



 住宅ローンにおける対策案として、現在の地方銀行では実店舗を持っている関係上、経

費面から見てもこれ以上住宅ローンの金利を下げることは不可能であり、新規住宅ローン

においてネット銀行と真正面から対立するのは現状厳しいと言える。そのため地方銀行で

は主な顧客層である高齢者世帯に向けた住宅リフォームに関する業務サービスを展開して

行く必要があると考察する。 

 現在の住宅リフォームの市場規模も年々増加している。 

 

次に住宅リフォームにおいて地方銀行が取り組むべきことは民間企業との提携をする

ことにより住宅リフォームロームの金利を低く抑えることができ、ローンにかかる審査な

どを簡易的に行うことができるといったメリットを利用者が受けられると考察する。  

そして住宅リフォームを行うのは築年数がたった家などに住む高齢者が多いことから

WEB 申請や店舗申請の他に、自分自身の自宅で手続きが済ませられることができる在宅

訪問サービスを行うことで顧客満足度の向上が期待できる。  

 

5．まとめ 

 地方銀行の地元企業への融資の面ではネット銀行にはできない地域のニーズに合ったア

プローチにより地元企業の事業をサポートができ、きめ細かいフォローができるというの

が強みといえる。 

 個人向けサービスの面では、全年齢対象向けではなく特定の年齢層を絞り、それに合っ

たサービスを展開して行く必要がある。またネット銀行にはない対面でのやり取りができ

るという特徴から新たなサービスへとつなげていくことが今後の運営における重要な点だ



と考察する。 
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